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物知り博士
に聞こう！ 

南半球のオーストラリアは日本と季節が真逆になるんじゃ。 
日本は立冬を迎えますます寒くなるが、これから夏本番を迎えるオーストラリアは観光するには
ベストシーズンといえるじゃろう。 
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実は知らないオーストラリアのあんなコトやこんなコト・・・ 

  

 オーストラリアで「フットボール」といえば「サッカー」ではなく、以下の3つの競技の

総称を指すことが一般的です。 

 

①ラグビーユニオン（15人制で行う、日本でいうラグビー） 

②ラグビーリーグ（ユニオンの密集戦を減らし、観る人にとってわかりやすいルール

に改定した競技。13人制） 

③オーストラリアンフットボール（通称フッティ。手と脚でボールを繋ぐ、ラグビーと

サッカーの要素を併せ持つ競技。18人制） 

 

 日本ではあまり馴染みがありませんが、オーストラリアで一番人気の国民的競

技といえば「フッティ」です。 

 ちなみに2019年のラグビーワールドカップはアジアで初めて日本で開催されます。

オーストラリア代表は、世界ランキング３位（2017年10月現在）の強豪です

ので、日本勢だけでなくオーストラリア代表の奮闘にも注目です。 

 

  とにかくスポーツ大好き！なオーストラリア人。シドニーやメルボルンなどの大都市では街中でジョギングをして汗を流す多くの

人々を見かけます。また、週末には家族や友人と外に出てアウトドアを楽しむのが日課となっているようです。 

 そんなオーストラリアで特に人気のスポーツといえば、ラグビーやオーストラリアンフットボール、さらにクリケットなどが挙げられます。

また、世界四大大会のひとつである全豪オープンが毎年1月後半にメルボルンで開かれるテニスや、日本でもその甘いマスクで

一世を風靡したイアン・ソープなどが有名な水泳、さらにサーフィンやボートなどのマリンスポーツも大変人気が高く、多くの競技

でオリンピックなどの世界大会では常に上位に名を連ねる強豪国となっています。 

 

 野球の基になったスポーツともされ、そのルールにも多くの類似点が見られるクリケット

は、16世紀のイングランド発祥のスポーツ。日本では野球が圧倒的な人気を得ていま

すが、英国と関係の深いインドやパキスタン、ニュージーランドや南アフリカなどではクリ

ケットが絶大な人気を誇り、オーストラリアもその例外ではありません。 

 オーストラリアでは、フッティが冬のスポーツであるのに対し、あまり激しい動きを要さな

いクリケットは夏のスポーツの代表的存在。これからオーストラリアへ旅行へ行かれる方、

暖かい日差しの下、青い芝生の上でビール片手にクリケット鑑賞はいかがでしょうか。 

順位 ラグビー世界ランキング 

1 ニュージーランド 

2 イングランド 

3 オーストラリア 

4 アイルランド 

5 南アフリカ 

11 日本 

出所：ワールドラグビー。2017年10月現在 

オーストラリアでは頼りがいのあるマッチョな男性がモテるそうじゃぞ。 
オーストラリア美女にモテたいそこの君！今すぐジムへ行って体を鍛えるのじゃ！！ 



真夏のクリスマス 

Australia now  

【ボクシング・デー】 
 クリスマスの翌日、12月26日は「ボクシング・デー（Boxing 

Day）」と呼ばれ、オーストラリアの他にもニュージーランド、カナダ

など英国連邦の多くで祝日となります。 

 ボクシング・デーの由来は諸説ありますが、もともとは貧しい

人々のため教会に届けられたプレゼントの箱（Box）を開ける

日だったことから名づけられた、という説が有力となっています。 

 ボクシング・デーにはオーストラリア中のお店でバーゲンセールが

行われ、デパートやショッピング・モールなどが1年で最も繁盛する

日のひとつとなっています。 

https://stock.adobe.com/jp/  南半球に位置するオーストラリアは、季節が日本と正反対。

12月のクリスマスは真夏にあたり、サーフィンをするサンタクロー

スの姿をイメージされる方も多くいらっしゃるのではないでしょうか。 

 オーストラリアでは、クリスマスをかつての日本のように恋人と

過ごすのではなく、家族とともに過ごすのが一般的です。最近

では、海辺でバーベキュー（オーストラリア英語では「バービー」

と呼ぶとか）をしながら祝う習慣が根付くなど、南半球ならでは

の楽しみ方も増えつつあるようです。 

【番外編】豪州訪問記 

今回、弊社グローバル債券運用部で外国債券の運用を担当している浅田悠氏が、オーストラリアが誇る自然

の宝庫「ケアンズ」を訪問。オーストラリアのダイナミズムを肌で感じたという同氏にその魅力を語ってもらった。 

今回の訪問の目的は何ですか？ 

浅田氏：ケアンズへは友人の結婚式で行ってきました。10月の前半でしたが、

これから暖かくなってくるという頃で、旅行するにはとてもよい時期だと感じました。 

ケアンズはどのようなところでしたか？ 

浅田氏：ケアンズはオーストラリア北東部にある都市で、グレート・バリア・リー

フやキュランダなどの世界遺産からも近く、日本人の観光客も多く見かけました。

一方で最近は中国人の観光客も多い様で、現地の人から中国人に間違わ

れたりもしました。（笑） 

 キュランダは熱帯雨林に囲まれた小さな村なのですが、その自然の雄大さに

は驚きましたね。キュランダの名物である、100年の歴史を持つ高原列車から

はジャングルや滝などを見物することができ、とても感動しました。 

 オーストラリアへ行って感じたことは、その自然の広大さと、多様性が生み出

すエネルギーですね。これは実際に現地へ行ってみないと分らないことですし、

大変勉強になりました。 

 

グローバル債券運用部 浅田悠 氏 

 
Q ①～③のうちオーストラリアに実在する島は？ 
①バレンタイン島 ②ハロウィーン島 ③クリスマス島

物知り博士のオーストラリアクイズ② 

答えは・・最終ページにあります。 

キュランダ高原列車。表紙の写真とともに浅田氏撮影。 

キーワード 



 

Australian Dollar 

オーストラリアドル 
 

 オーストラリアの紙幣はポリマー紙幣と言われるプラス
ティック製です。プラスティックの紙幣は今では珍しくはあ
りませんが、通貨としては1988年にオーストラリアで発
行されたのが最初です。 
 現在オーストラリアでは紙幣の刷新が進められており
2016年には5ドル札、2017年9月には10ドル札、続
いて50ドル札が改訂されました。 
 昨年発行された5ドル札は中央部分が透明になって
おり、角度によっては描かれている鳥が羽を羽ばたかせ
るように見える仕掛けや、視覚障がいのある方のために
凹凸がついている等、最先端の技術が駆使されたもの
となっています。 
 凹凸については、目の不自由な少年とその母親の３
年に渡る署名活動が発端となったという話もあります。 
 
 
 
 

Vol,2 
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Food 
オーストラリア料理 
 オーストラリア料理は英国からの影響を強く受けたも
のが多く、「フィッシュ&チップス」「ミートパイ」などは大
変人気がありますが、オーストラリアの食文化を語るの
に欠かせないのが「バーベキュー」です。 
 週末には自宅の庭、公園や海岸などで家族や仲
間たちとバーベキューを楽しむ光景がよく見られます。
「ルーミート」と呼ばれるカンガルーの肉を食べることも
多いようでオーストラリアならではかもしれません。 
  

答えは・・③クリスマス島です。 
英国東インド会社のウィリアム・マイノースが
1643年の12月25日（クリスマス）に上陸
したことから名づけられたといわれています。 

物知り博士のオーストラリアクイズ②の答えは・・ 

Education 

教育 
 オーストラリアは「教育大国」ともいわれています。トップ

レベルの教育と環境の良さから、英国、アメリカに次いで

世界で3番目に留学生が多い国です。 

 また、オーストラリアの教育制度には、「LOTE
（Languages Other Than English）」という
英語以外の言語の教育制度もあり、日本語を含む
アジアの言語を学ぶ人口も多いことで知られています。 

 

Ｄigital economy 

デジタル・エコノミー 
 
 オーストラリアのデジタル・エコノミー（インターネット

を軸とした情報通信技術＝ICTの経済基盤）は、

目を見張るスピードで拡大しています。2020年度

には国内総生産（GDP）の7.3％に相当する見

通しが出るほど経済成長の有力な牽引役のひとつ

となっています。 

Education 

教育 
 
 オーストラリアは「教育大国」ともいわれています。

トップレベルの教育と環境の良さから、英国、アメリカ

に次いで世界で3番目に留学生が多い国です。 

 また、オーストラリアは、世界的に評価の高いバリ

スタを多く輩出してきたことでも有名な「コーヒー大

国」でもあります。バリスタを目指し学ぶ為にこの地に

留学する「バリスタ留学」も一部で注目を集めている

など、様々な人種・文化に触れ「英語だけでなく＋

アルファ」を学べることも留学先として人気の要因の

ひとつかもしれません。 

 

Food 
オーストラリア料理 
 
 現在「オーストラリア料理」と呼ばれるものの多くは、

英国からの影響を強く受けたものとなっています。

フィッシュ&チップスやミートパイなどは特に人気が高く、

フットボールやクリケットの試合で選手たちを応援し

ながら食べるのが定番となっています。 

 
 
編集後記 
投資イベントでお会いした皆さま。お待たせいたしました。「本当の
豪州」第2号完成いたしました。 
海辺でバービー（バーベキュー）をしながら「真夏のクリスマス」。
素敵ですね。我々もいつか体験してみたいです。 
                    営業企画部 上田・徳久 
                                          

順位 日本語学習者の多い国・地域 人数 

1 中国 約95万人 

2 インドネシア 約75万人 

3 韓国 約56万人 

4 オーストラリア 約36万人 

5 台湾 約22万人 

出所：外務省。2015年度学習者順位 


